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岡田啓司

2．ルーメン環境の評価
 Ⅰ．血液栄養代謝診断の基礎

①　コレステロール（TC） 
・ルーメン由来 
　ルーメン発酵産物(短鎖脂肪酸(低級脂肪酸：VFA)) 
　　→ルーメン壁でコレステロールに合成→血液中に 
   ＝乾物摂取量＆ルーメン発酵の指標 
・肝臓由来 
　肝臓でアセチルCo-Aから合成 
　貯蔵コレステロール 
　　→高密度リポ蛋白（HDL）として血中に 
　　＝リポ蛋白合成能の指標

②  βヒドロキシ酪酸（BHB） 
・肝臓由来BHB 
　　アセト酢酸（AcAc）,アセトンと肝臓で産生 
　　　→エネルギー不足時，肝臓に流入した大量の 
　　　　FFA由来のBHBはAcAcと同様の変動 
・ルーメン由来BHB 
　　ルーメンで産生された酪酸 
　　　→ルーメン壁でBHBに変換→血液中に 
　　ルーメン発酵の状態により牛群間に大きな差 
　　　　400μmol/l～900μmol/l 
　　もともとBHBの低い牛群 
　　= 肝臓由来BHBが増加しても異常値を示さない 
　　　　→BHB単独でケトーシスの診断はできない



������

����

α
�	����

��
��Co-A

����

TCA��

����

��	����Co-A

��	��

β�

����

��	�

���

�����

����
��

���

	��
�HDL�

����Co-A
����Co-A β��

����

ケトン体豪華3点セット 
・βヒドロキシ酪酸　 
　　ルーメン由来がベース 
・アセト酢酸 
　　肝臓由来がベース 
・アセトン 
　　計測不能

ルーメンおよび体脂肪からの 
エネルギー供給とケトン体

酪酸
酢酸

ルーメン

③　乳酸（LA） 
・飼料中の可溶性炭水化物に由来 
・ルーメン壁での吸収効率悪い 
・長期or重度のルーメンアシドーシス→増加 
・採血直前の運動= 筋肉由来の乳酸が増加 

④　アンモニア（NH3） 
・飼料中の分解性蛋白質から産生されるNH3 
　→ルーメン微生物NH3取り込み能を上回る→増加 
　→蛋白過剰給与or相対的な炭水化物の不足 
　　= ルーメン微生物叢の活性低下→増加 
　→分解性蛋白給与不足or炭水化物過剰給与→低下

酢酸発酵 酪酸発酵 プロピオン
酸発酵

乳酸発酵

⑤　乳脂率 
・VFAの短鎖脂肪酸（酢酸）由来 
　体脂肪由来の長鎖脂肪酸由来　　　 
・ルーメン発酵が酢酸主体・エネルギー不足→高値 
　　　　　　　　酪酸・プロピオン酸主体→低値 
⑥　乳蛋白率 
・腸で吸収されたアミノ酸→乳腺上皮細胞で合成 
　・ルーメン微生物体蛋白orバイパス蛋白量に相関 
　　　ルーメン環境良好or適正バイパス蛋白率→高値 
　　　ルーメン環境が悪化→低下 
　・エネルギー不足= アミノ酸による糖新生 
　　　→乳腺へのアミノ酸供給が低下→低下
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デノボFA：全脂肪酸100gに対するデノボ脂肪酸g 
　　　　　＝乳脂肪の構成割合 
デノボMilk：乳100gに対するデノボ脂肪酸g 
　　　　　デノボMilk x 乳量/0.1＝VFA由来脂肪量

プレフォーム脂肪酸の変動要因 
　急激な高値：体脂肪動員＝NEB 
　恒常的な高値：飼料脂肪由来 
               =高脂肪食→ルーメン発酵低下 
　恒常的な低値：ルーメンアシドーシス 
　　　→デンプン飼料過剰→プロピオン酸増加 
　　　　→高血糖→ホルモン感受性リパーゼ↓＝FFA↓ 
デノボ脂肪酸の変動要因 
　高値：ルーメン発酵（酪酸・酢酸）亢進 
　低値：ルーメンpH低下＝ルーメンアシドーシス
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脂肪酸投与後の下痢スコア
下痢スコアは性状スコアと色調スコアの合計 

　性状スコア：正常（0）、軟（1）、泥状（2）、水様（3） 

　色調スコア：正常（0）、黄色（1）、黄白色（2）、白色（3） 

図８. 脂肪酸投与後の糞便中脂肪酸濃度の推移
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まとめ 
　 

子牛に長鎖脂肪酸を経口投与した場合の糞便
中脂肪酸濃度は 
・オレイン酸投与群では変化なし 
・パルミチン酸投与群ではパルミチン酸増加 
・ステアリン酸投与群ではステアリン酸増加 
　 

→　高級飽和脂肪酸の経口投与で消化できな
い脂肪酸が糞便中に増加

質問はメールで 
info@farmanimalcc.com


